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規 則 

 

三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 二 年 九 月 二 十 九 日  

三  重  県 知  事   鈴   木   英   敬  

三 重 県 規 則 第 六 十 五 号  

三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 規 則 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 趣 旨 ）  （ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 規 則 は 、 経 済 的 な 理 由 に よ り 、 専 修 学

校 高 等 課 程 に お け る 修 業 が 困 難 な 者 に 対 す る 三 重

県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 貸 与 に つ い て 、

必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  
第 一 条  こ の 規 則 は 、 経 済 的 な 理 由 に よ り 学 校 教 育

法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 。 第 三 条 及 び 第

十 六 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 「 法 」 と い う 。 ） 第

百 二 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 専 修 学 校 の 高 等 課 程

に お け る 修 業 が 困 難 な 者 に 対 す る 三 重 県 専 修 学 校

高 等 課 程 修 業 奨 学 金 （ 以 下 「 修 業 奨 学 金 」 と い う 。 ）

の 貸 与 に つ い て 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

（ 三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 種 類 ）  （ 修 業 奨 学 金 の 種 類 ）  

第 二 条  三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 種 類

は 次 の と お り と す る 。  

第 二 条  修 業 奨 学 金 の 種 類 は 次 の と お り と す る 。  

一  月 額 を 単 位 と し て 貸 与 す る 三 重 県 専 修 学 校 高

等 課 程 修 業 費 （ 以 下 「 修 業 費 」 と い う 。 ）  

一  三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 費 （ 以 下 「 修 業

費 」 と い う 。 ）  

二  入 学 時 一 時 金 と し て 貸 与 す る 三 重 県 専 修 学 校

高 等 課 程 修 業 支 度 費 （ 以 下 「 修 業 支 度 費 」 と い

う 。 ）  

二  三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 支 度 費 （ 以 下 「 修

業 支 度 費 」 と い う 。 ）  

（ 定 義 ）   

第 三 条  こ の 規 則 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語

の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

一  中 学 校  学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二

十 六 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 一 条 に 規 定 す

る 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 、 中 等 教 育

学 校 の 前 期 課 程 及 び 特 別 支 援 学 校 の 中 学 部 を い

う 。  

 

二  専 修 学 校 高 等 課 程  法 第 百 二 十 五 条 第 一 項 に

規 定 す る 専 修 学 校 の 高 等 課 程 （ 専 ら 職 業 に 必 要

な 能 力 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し 、 国 家 試 験 又

は 国 家 試 験 に 準 ず る 試 験 の 受 験 資 格 が 得 ら れ る

も の に 限 る 。 ） を い う 。  

 

三  奨 学 金  修 業 費 及 び 修 業 支 度 費 を い う 。   

四  奨 学 生  専 修 学 校 高 等 課 程 入 学 前 に 修 業 支 度

費 の 貸 与 を 受 け る 者 及 び 専 修 学 校 高 等 課 程 に 在

学 し 、 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る 者 を い う 。  

 

五  中 学 校 の 校 長  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け よ う と す

る 者 が 在 学 す る 三 重 県 内 （ 以 下 「 県 内 」 と い う 。 ）

の 中 学 校 の 校 長 を い う 。  
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六  専 修 学 校 高 等 課 程 の 校 長  奨 学 金 の 貸 与 を 受

け よ う と す る 者 又 は 奨 学 生 が 在 学 す る 専 修 学 校

高 等 課 程 の 校 長 を い う 。  

 

 （ 採 用 の 予 約 ）  

 第 三 条  中 学 校 の 第 三 学 年 （ 義 務 教 育 学 校 の 第 九 学

年 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 第 三 学 年 及 び 特 別 支

援 学 校 の 中 学 部 第 三 学 年 を 含 む 。 ） に 在 学 中 の 者

は 、 奨 学 生 （ 修 業 奨 学 金 を 受 け て 法 第 百 二 十 五 条

第 一 項 に 規 定 す る 専 修 学 校 の 高 等 課 程 （ 専 ら 職 業

に 必 要 な 能 力 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る も の に

限 る 。 以 下 「 専 修 学 校 高 等 課 程 」 と い う 。 ） に 在

学 す る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に な る こ と の 予 約

（ 以 下 「 採 用 の 予 約 」 と い う 。 ） を 受 け る こ と が

で き る 。  

（ 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る 者 の 資 格 等 ）  （ 貸 与 及 び 採 用 の 予 約 の 対 象 者 ）  

第 四 条  修 業 費 の 貸 与 を 受 け る こ と が で き る 者 は 、

次 の 各 号 の 全 て に 該 当 す る 者 と す る 。  
第 四 条  修 業 費 の 貸 与 を 受 け る こ と が で き る 者 は 、

次 の 各 号 の 全 て に 該 当 す る 者 と す る 。  

一  親 権 者 、 後 見 人 若 し く は 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二

十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） に 規 定 す る こ れ ら の

者 に 代 わ っ て 親 権 を 行 う 者 又 は 特 別 な 理 由 が あ

る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 当 該 未 成 年 者 を 現 に 監

護 し 、 若 し く は 過 去 に 監 護 し て い た 児 童 養 護 施

設 長 等 （ 以 下 「 保 護 者 」 と い う 。 ） が 県 内 に 住

所 を 有 す る 者 で あ る こ と 。 た だ し 、 貸 与 を 受 け

る 者 が 成 年 で あ る 場 合 は 、 次 の い ず れ か に 該 当

す る 者 と す る 。  

一  三 重 県 内 に 住 所 を 有 す る 者 で あ る こ と （ 修 業

費 の 貸 与 を 受 け よ う と す る 者 が 未 成 年 者 で あ る

場 合 は 、 親 権 者 、 後 見 人 若 し く は 児 童 福 祉 法 （ 昭

和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） に 規 定 す る こ れ

ら の 者 に 代 わ っ て 親 権 を 行 う 者 又 は 特 別 な 理 由

が あ る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 当 該 未 成 年 者 を 現

に 監 護 し 、 若 し く は 過 去 に 監 護 し て い た 児 童 養

護 施 設 長 等 （ 以 下 「 保 護 者 」 と い う 。 ） が 三 重

県 内 に 住 所 を 有 す る 者 で あ る こ と 。 ） 。  

イ  当 該 貸 与 を 受 け る 者 が 保 護 者 で あ っ た 者 と

同 一 の 生 計 に 属 す る 場 合 は 、 当 該 保 護 者 で あ

っ た 者 が 県 内 に 住 所 を 有 す る こ と 。  

 

ロ  当 該 貸 与 を 受 け る 者 が 保 護 者 で あ っ た 者 と

同 一 の 生 計 に 属 し て い な い 場 合 は 、 当 該 貸 与

を 受 け る 者 が 県 内 に 住 所 を 有 す る こ と 。  

 

二 ・ 三  （ 略 ）  二 ・ 三  （ 略 ）  

四  第 七 条 の 規 定 に よ る 奨 学 金 の 申 請 時 に お い

て 、 同 一 の 世 帯 に 属 す る 全 て の 者 の 所 得 の 合 計

額 が 、 経 済 状 況 等 を 考 慮 し て 知 事 が 別 に 定 め る

基 準 に 該 当 す る 世 帯 に 属 す る 者 で あ る こ と 。  

四  同 一 の 世 帯 に 属 す る 全 て の 者 の 所 得 の 合 計 額

が 、 経 済 状 況 等 を 考 慮 し て 知 事 が 別 に 定 め る 基

準 額 以 下 で あ る 世 帯 に 属 す る 者 で あ る こ と 。  

五  （ 略 ）  五  （ 略 ）  

六  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け 、 又 は 専 修 学 校 若 し く は

各 種 学 校 の 入 学 者 に 対 す る 県 の 補 助 事 業 に よ る

補 助 金 の 交 付 を 受 け て 、 専 修 学 校 で 修 業 し た こ

と が な い 者 で あ る こ と 。  

六  修 業 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け 、 又 は 専 修 学 校 若 し

く は 各 種 学 校 の 入 学 者 に 対 す る 県 の 補 助 事 業 に

よ る 補 助 金 の 交 付 を 受 け て 、 専 修 学 校 で 修 業 し

た こ と が な い 者 で あ る こ と 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  採 用 の 内 定 を 受 け る こ と が で き る 者 は 、 当 該 内

定 を 受 け よ う と す る 年 度 の 翌 年 度 に 専 修 学 校 高 等

課 程 に 入 学 す る 予 定 の 者 で あ っ て 、 次 の 各 号 の い

ず れ か に 該 当 す る 者 と す る 。  

３  採 用 の 予 約 を 受 け る こ と が で き る 者 は 、 当 該 予

約 を 受 け よ う と す る 年 度 の 翌 年 度 に 専 修 学 校 高 等

課 程 に 入 学 す る 予 定 の 者 で あ っ て 、 次 の 各 号 の い

ず れ か に 該 当 す る 者 と す る 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  一 ・ 二  （ 略 ）  

（ 奨 学 生 の 採 用 ）   

第 五 条  奨 学 生 の 採 用 は 、 次 に 掲 げ る も の を 行 う 。   

令和2年9月29日 三　重　県　公　報 第　145　号

3



一  予 約 採 用  中 学 校 の 第 三 学 年 （ 義 務 教 育 学 校

の 第 九 学 年 、 中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 第 三 学 年

及 び 特 別 支 援 学 校 の 中 学 部 第 三 学 年 を 含 む 。 ）

に 在 学 中 の 者 を 対 象 と し 、 知 事 が 定 め る 期 間 内

に 申 請 を す る 者 の 採 用  

 

二  通 常 採 用  専 修 学 校 高 等 課 程 に 在 学 中 の 者 を

対 象 と し 、 知 事 が 定 め る 期 間 内 に 申 請 を す る 者

の 採 用  

 

三  緊 急 採 用  専 修 学 校 高 等 課 程 に 在 学 中 の 者 で

あ っ て 、 次 項 各 号 に 該 当 す る 者 を 対 象 と し た 採

用  

 

２  前 項 第 三 号 の 緊 急 採 用 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る 者 が 申 請 を す る こ と が で き る 。  

 

一  父 母 の 離 婚 、 生 計 を 維 持 す る 者 の 失 業 、 破 産 、

疾 病 又 は 死 亡 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 そ の 属 す る

世 帯 の 家 計 が 急 激 に 悪 化 す る こ と と な っ た 者 又

は 悪 化 す る こ と が 明 ら か で あ る 者  

 

二  火 災 、 自 然 災 害 等 に よ り 、 そ の 属 す る 世 帯 の

家 計 に 深 刻 な 影 響 を 受 け る こ と と な っ た 者  

 

三  そ の 属 す る 世 帯 の 長 期 間 の 経 済 的 な 困 難 の 継

続 に よ っ て 修 業 に 困 難 を 生 じ る こ と と な っ た 者  

 

（ 連 帯 保 証 人 ）   

第 六 条  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け よ う と す る 者 は 、 奨 学

金 の 貸 与 を 受 け る こ と に よ り 生 ず る 一 切 の 債 務 に

つ い て 、 連 帯 保 証 人 を 二 人 立 て な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け よ う と す る 者 が 成 年

で あ る 場 合 は 、 第 三 項 に 定 め る 連 帯 保 証 人 を 一 人

立 て る も の と す る 。  

 

２  前 項 の 連 帯 保 証 人 の う ち 、 一 人 は 、 保 護 者 （ 次

条 の 申 請 を し た 者 が 成 年 に 達 し た 場 合 の 保 護 者 で

あ っ た 者 を 含 む 。 ） と す る 。 た だ し 、 知 事 が 特 別

な 理 由 が あ る と 認 め た と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

３  第 一 項 の 連 帯 保 証 人 の う ち 、 前 項 の 連 帯 保 証 人

を 除 く 他 の 者 （ 以 下 「 第 二 連 帯 保 証 人 」 と い う 。 ）

は 、 貸 与 を 受 け る 奨 学 金 の 返 済 能 力 を 有 す る 者 そ

の 他 知 事 が 別 に 定 め る 要 件 に 該 当 す る 者 で な け れ

ば な ら な い 。  

 

（ 奨 学 金 の 申 請 手 続 ）  （ 貸 与 及 び 採 用 の 予 約 の 申 請 手 続 ）  

第 七 条  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け よ う と す る 者 は 、 保 護

者 （ 奨 学 金 の 貸 与 又 は 採 用 の 内 定 を 受 け よ う と す

る 者 が 未 成 年 者 で あ る 場 合 に 限 る 。 ） 及 び 第 二 連

帯 保 証 人 の 連 署 し た 奨 学 金 申 請 書 （ 第 一 号 様 式 ）

に 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

を 添 え て 、 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

第 五 条  修 業 奨 学 金 の 貸 与 又 は 採 用 の 予 約 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 保 護 者 （ 修 業 奨 学 金 の 貸 与 又 は 採

用 の 予 約 を 受 け よ う と す る 者 が 未 成 年 者 で あ る 場

合 に 限 る 。 ） 及 び 連 帯 保 証 人 の 連 署 し た 専 修 学 校

高 等 課 程 修 業 奨 学 金 申 請 書 （ 第 一 号 様 式 ） に 次 に

掲 げ る 書 類 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類 を 添 え

て 、 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

一  中 学 校 又 は 専 修 学 校 高 等 課 程 の 在 学 証 明 書

（ 第 二 号 様 式 ）  

一  専 修 学 校 高 等 課 程 又 は 中 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 、

中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） の 在 学 証 明 書 （ 第 二 号 様 式 ）  

二 ・ 三  （ 略 ）  二 ・ 三  （ 略 ）  

 ２  連 帯 保 証 人 は 、 修 業 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け よ う と
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す る 者 と 同 一 の 世 帯 に 属 さ な い 者 で あ っ て 、 修 業

奨 学 金 の 返 済 能 力 を 有 す る 者 で な け れ ば な ら な

い 。  

 （ 奨 学 生 及 び 採 用 の 予 約 を 受 け る 者 の 決 定 ）  

 第 六 条  知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 申 請 を し

た 者 に つ い て 、 選 考 の 上 、 奨 学 生 と な る 者 及 び 専

修 学 校 高 等 課 程 か ら 入 学 の 許 可 を 得 る こ と を 条 件

と し て 採 用 の 予 約 を 受 け る 者 を 、 毎 年 度 予 算 の 範

囲 内 に お い て 決 定 し 、 当 該 申 請 を し た 者 、 保 護 者 、

連 帯 保 証 人 及 び 当 該 申 請 を し た 者 が 在 学 す る 専 修

学 校 高 等 課 程 又 は 中 学 校 の 長 （ 第 十 一 条 第 二 項 及

び 第 十 二 条 第 二 項 に お い て 「 学 校 長 」 と い う 。 ）

に 通 知 す る も の と す る 。  

 ２  前 項 の 決 定 を 受 け た 者 は 、 遅 滞 な く 誓 約 書 （ 第

三 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 ３  第 一 項 の 決 定 を 受 け た 者 が 理 由 な く 前 項 に 規 定

す る 誓 約 書 を 第 一 項 の 通 知 を 受 け て か ら 起 算 し て

十 五 日 以 内 に 提 出 し な い と き は 、 前 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 申 請 を 取 り 下 げ た も の と み な す 。  

 ４  採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 者 は 、 知 事 が 定 め る

期 限 ま で に 進 路 決 定 届 （ 第 四 号 様 式 ） を 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。  

 ５  採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 者 が 、 次 の 各 号 の 全

て に 該 当 し た と き は 、 奨 学 生 と な る 。  

 一  前 項 に 規 定 す る 進 路 決 定 届 を 知 事 の 定 め る 期

限 ま で に 提 出 し た と き 。  

 二  採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 年 度 の 翌 年 度 に 専

修 学 校 高 等 課 程 に 入 学 し た と き 。  

 ６  採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 者 が 、 前 項 各 号 に 掲

げ る 要 件 の い ず れ か を 欠 く に 至 っ た と き は 、 当 該

予 約 は 失 効 す る 。  

（ 予 約 採 用 の 内 定 及 び 決 定 等 ）   

第 八 条  知 事 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 予 約 採 用 の 申 請

を し た 者 に つ い て 、 選 考 の 上 、 そ の 者 の 採 用 の 内

定 を 決 定 し 、 本 人 、 保 護 者 、 第 二 連 帯 保 証 人 及 び

中 学 校 の 校 長 に 通 知 す る も の と す る 。  

 

２  知 事 は 、 前 項 及 び 第 五 項 の 決 定 を 行 う に 際 し 、

必 要 と 認 め る 条 件 を 付 け る こ と が で き る 。  

 

３  第 一 項 の 規 定 に よ り 採 用 の 内 定 の 決 定 を 受 け た

者 （ 以 下 「 予 約 採 用 内 定 者 」 と い う 。 ） は 、 知 事

が 定 め る 期 限 ま で に 進 路 決 定 届 （ 第 三 号 様 式 ） を

提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

４  前 項 の 規 定 に よ り 進 路 決 定 届 （ 第 三 号 様 式 ） を

提 出 し た 予 約 採 用 内 定 者 で あ っ て 、 修 業 費 の 額 及

び 期 間 並 び に 修 業 支 度 費 の 額 を 変 更 し よ う と す る

者 は 、 奨 学 金 貸 与 額 等 変 更 申 請 書 （ 第 四 号 様 式 ）

を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

５  知 事 は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 進 路 決 定 届 （ 第 三

号 様 式 ） を 提 出 し た 予 約 採 用 内 定 者 が 専 修 学 校 高

等 課 程 に 入 学 し た こ と を 確 認 し た と き は 、 そ の 者

 

令和2年9月29日 三　重　県　公　報 第　145　号

5



の 採 用 を 決 定 し 、 本 人 、 保 護 者 、 第 二 連 帯 保 証 人

及 び 専 修 学 校 高 等 課 程 の 校 長 に 通 知 す る も の と す

る 。  

６  前 項 の 決 定 を 受 け た 者 は 、 知 事 が 定 め る 期 限 ま

で に 奨 学 金 返 還 誓 約 書 兼 借 用 証 書 （ 第 五 号 様 式 ）

及 び 第 二 連 帯 保 証 人 の 印 鑑 登 録 証 明 書 （ 以 下 こ れ

ら を 「 奨 学 金 返 還 誓 約 書 兼 借 用 証 書 等 」 と い う 。 ）

を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

７  第 五 項 の 決 定 を 受 け た 者 が 、 正 当 な 理 由 な く 知

事 が 定 め る 期 限 ま で に 奨 学 金 返 還 誓 約 書 兼 借 用 証

書 等 を 提 出 し な い と き は 、 奨 学 金 の 貸 与 を 辞 退 し

た も の と み な す 。  

 

（ 通 常 採 用 及 び 緊 急 採 用 の 決 定 等 ）   

第 九 条  知 事 は 、 第 七 条 の 規 定 に よ り 通 常 採 用 又 は

緊 急 採 用 の 申 請 を し た 者 に つ い て 、 選 考 の 上 、 そ

の 者 の 採 用 を 決 定 し 、 本 人 、 保 護 者 （ 第 七 条 の 申

請 を し た 者 が 成 年 に 達 し た 場 合 の 保 護 者 で あ っ た

者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 第 二 連 帯 保 証 人 及 び 専

修 学 校 高 等 課 程 の 校 長 に 通 知 す る も の と す る 。  

 

２  知 事 は 、 前 項 の 決 定 を 行 う に 際 し 、 必 要 と 認 め

る 条 件 を 付 け る こ と が で き る 。  

 

３  第 一 項 の 決 定 を 受 け た 者 は 、 知 事 が 定 め る 期 限

ま で に 奨 学 金 返 還 誓 約 書 兼 借 用 証 書 等 を 知 事 に 提

出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

４  第 一 項 の 決 定 を 受 け た 者 が 、 正 当 な 理 由 な く 知

事 が 定 め る 期 限 ま で に 奨 学 金 返 還 誓 約 書 兼 借 用 証

書 等 を 提 出 し な い と き は 、 奨 学 金 の 貸 与 を 辞 退 し

た も の と み な す 。  

 

（ 貸 与 の 総 額 ）   

第 十 条  知 事 は 、 貸 与 す べ き 奨 学 金 の 総 額 を 予 算 の

範 囲 内 で 決 定 す る も の と す る 。  

 

（ 貸 与 の 額 等 ）  （ 貸 与 の 額 等 ）  

第 十 一 条  奨 学 金 は 、 無 利 子 で 貸 与 す る も の と す る 。 第 七 条  修 業 奨 学 金 は 、 無 利 子 で 貸 与 す る も の と す

る 。  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  修 業 支 度 費 は 、 奨 学 生 が 在 学 す る 専 修 学 校 高 等

課 程 （ 予 約 採 用 内 定 者 に あ っ て は 、 第 八 条 第 三 項

に 規 定 す る 進 路 決 定 届 （ 第 三 号 様 式 ） に よ り 届 け

出 た 専 修 学 校 高 等 課 程 ） の 区 分 に 応 じ 、 別 表 第 二

に 定 め る 金 額 を 奨 学 生 が 入 学 し た 日 の 属 す る 月 の

一 時 金 と し て 貸 与 す る 。  

３  修 業 支 度 費 は 、 奨 学 生 が 在 学 す る 専 修 学 校 高 等

課 程 （ 採 用 の 予 約 を 受 け た 者 に つ い て は 、 当 該 採

用 の 予 約 を 受 け た 者 が 、 前 条 第 四 項 に 規 定 す る 進

路 決 定 届 に よ り 届 け 出 た 専 修 学 校 高 等 課 程 ） の 区

分 に 応 じ 、 別 表 第 二 に 定 め る 金 額 を 奨 学 生 が 入 学

し た 日 の 属 す る 月 の 一 時 金 と し て 貸 与 す る 。 た だ

し 、 採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 者 に つ い て は 、 第

四 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 入 学 の 日

の 属 す る 月 の 前 月 に 貸 与 す る こ と が で き る 。  

４  奨 学 生 は 、 在 学 す る 専 修 学 校 高 等 課 程 の 区 分 又

は 奨 学 生 の 通 学 状 況 の 区 分 に 変 更 が あ る 場 合 は 、

速 や か に 奨 学 金 貸 与 額 変 更 申 請 書 （ 第 六 号 様 式 ）

を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

５  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 奨 学 金 貸 与 額 変 更 申

請 書 （ 第 六 号 様 式 ） の 提 出 を 受 け 、 適 当 と 認 め る
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と き は 、 貸 与 額 を 変 更 し 、 本 人 、 保 護 者 、 第 二 連

帯 保 証 人 及 び 専 修 学 校 高 等 課 程 の 校 長 に 通 知 す る

も の と す る 。  
（ 貸 与 の 期 間 ）  （ 貸 与 の 期 間 ）  

第 十 二 条  修 業 費 の 貸 与 期 間 は 、 第 八 条 第 五 項 又 は

第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 決 定 の 際 に 定 め る 月

（ 以 下 「 貸 与 開 始 月 」 と い う 。 ） か ら 奨 学 生 が 在

学 す る 専 修 学 校 高 等 課 程 の 正 規 の 修 業 年 限 を 修 了

す る 日 の 属 す る 月 ま で と す る 。  

第 八 条  修 業 費 の 貸 与 期 間 は 、 奨 学 生 が 専 修 学 校 高

等 課 程 に 入 学 し た 日 の 属 す る 月 か ら 当 該 貸 与 に 係

る 専 修 学 校 高 等 課 程 の 正 規 の 修 業 期 間 を 修 了 す る

日 の 属 す る 月 ま で と す る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 知 事 は 、 疾 病 そ の 他

や む を 得 な い 事 由 が あ る と 認 め る と き は 、 修 業 費

の 貸 与 を 受 け た 月 数 の 通 算 が 正 規 の 修 業 年 限 に 相

当 す る 月 数 に 至 る ま で の 範 囲 で 貸 与 期 間 を 延 長 す

る こ と が で き る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 知 事 は 、 疾 病 そ の 他

や む を 得 な い 事 由 が あ る と 認 め る と き は 、 総 貸 与

月 数 が 正 規 の 修 業 期 間 に 相 当 す る 月 数 に 至 る ま で

の 範 囲 で 貸 与 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。  

３  前 項 の 規 定 に よ る 貸 与 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と

す る 奨 学 生 は 、 正 規 の 修 業 年 限 が 終 了 す る 一 月 前

ま で に 、 奨 学 金 貸 与 期 間 延 長 申 請 書 （ 第 七 号 様 式 ）

に 当 該 延 長 を 受 け よ う と す る 理 由 を 証 す る 書 類 を

添 え て 、 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

３  前 項 の 規 定 に よ る 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る

奨 学 生 は 、 正 規 の 修 業 期 間 が 終 了 す る 一 月 前 ま で

に 、 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 貸 与 期 間 延 長 申

請 書 （ 第 五 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。  

４  知 事 は 、 第 二 項 の 規 定 に よ り 貸 与 期 間 を 延 長 し

た と き は 、 本 人 、 保 護 者 、 第 二 連 帯 保 証 人 及 び 専

修 学 校 高 等 課 程 の 校 長 に 通 知 す る も の と す る 。  

４  知 事 は 、 第 二 項 の 規 定 に よ り 貸 与 の 期 間 を 延 長

し た と き は 、 当 該 奨 学 生 、 保 護 者 又 は 申 請 時 に 保

護 者 で あ っ た 者 、 連 帯 保 証 人 及 び 学 校 長 に 通 知 す

る も の と す る 。  

（ 貸 与 の 時 期 及 び 方 法 ）  （ 貸 与 の 方 法 ）  

第 十 三 条  知 事 は 、 別 表 第 三 の 上 欄 の 区 分 に 応 じ て 、

下 欄 に 定 め る 時 期 に 奨 学 金 を 貸 与 す る も の と す

る 。 た だ し 、 予 約 採 用 内 定 者 に 対 し て は 、 第 四 条

第 二 項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 専 修 学 校 高 等

課 程 へ の 入 学 を 予 定 す る 日 の 属 す る 月 の 前 月 に 修

業 支 度 費 を 貸 与 す る こ と が で き る 。  

第 九 条  

２  奨 学 生 は 、 二 回 目 以 降 の 貸 与 に あ っ て は 、 毎 年

三 月 一 日 、 六 月 一 日 、 九 月 一 日 又 は 十 二 月 一 日 （ 以

下 こ れ ら を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に お け る 在 学 証

明 書 （ 第 二 号 様 式 ） を 、 そ れ ぞ れ 当 該 基 準 日 か ら

十 日 以 内 に 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

  奨 学 生 は 、 毎 年 三 月 一 日 、 六 月 一 日 、 九 月 一 日

又 は 十 二 月 一 日 （ 以 下 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に お

け る 在 学 証 明 書 （ 第 二 号 様 式 ） を 、 そ れ ぞ れ 当 該

基 準 日 か ら 十 日 以 内 に 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。  

３  知 事 は 、 前 項 の 在 学 証 明 書 （ 第 二 号 様 式 ） が 提

出 さ れ た と き そ の 他 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 奨 学

生 の 在 学 の 状 況 を 確 認 し た と き は 、 奨 学 生 が あ ら

か じ め 指 定 し た 金 融 機 関 の 口 座 へ 振 り 込 む も の と

す る 。  

２  知 事 は 、 前 項 の 在 学 証 明 書 が 提 出 さ れ た と き そ

の 他 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 奨 学 生 の 在 学 の 状 況

を 確 認 し た と き は 、 基 準 日 の 属 す る 月 及 び そ の 前

二 月 の 修 業 費 を 算 定 の 上 、 そ の 合 計 額 （ 修 業 支 度

費 を 貸 与 す る 場 合 は 、 当 該 修 業 支 度 費 の 額 を 含

む 。 ） を 、 奨 学 生 が あ ら か じ め 指 定 し た 金 融 機 関

の 口 座 へ 振 り 込 む も の と す る 。  

（ 貸 与 の 継 続 手 続 ）  （ 世 帯 状 況 の 報 告 ）  

第 十 四 条  奨 学 生 は 、 奨 学 金 の 貸 与 の 決 定 が あ っ た

日 の 属 す る 年 の 翌 年 以 降 、 毎 年 三 月 末 日 ま で に 、

奨 学 金 貸 与 継 続 届 （ 第 八 号 様 式 ） に 、 継 続 し て 奨

学 金 の 貸 与 を 受 け よ う と す る と き は 第 七 条 第 二 号

及 び 第 三 号 に 掲 げ る 書 類 を 、 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け

る こ と を 辞 退 す る と き は 異 動 届 （ 第 十 三 号 様 式 ）

を 添 え て 、 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

第 十 条  奨 学 生 は 、 修 業 奨 学 金 の 貸 与 の 決 定 が あ っ

た 日 の 属 す る 年 の 翌 年 以 降 、 毎 年 四 月 末 日 ま で に 、

そ の 属 す る 世 帯 の 収 入 の 状 況 を 、 世 帯 状 況 報 告 書

（ 第 六 号 様 式 ） に 第 五 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 三 号

に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 知 事 に 報 告 し な け れ ば な

ら な い 。  
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（ 採 用 内 定 の 取 消 ）   

第 十 五 条  知 事 は 、 予 約 採 用 内 定 者 が 次 の 各 号 の い

ず れ か に 該 当 す る に 至 っ た と き は 、 第 八 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 採 用 の 内 定 を 取 り 消 す も の と す る 。  

 
一  第 四 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 号 か ら 第 五 号 に

掲 げ る 要 件 を 欠 く に 至 っ た と き 。  

 

二  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と を 辞 退 し た と き 。   

三  心 身 の 故 障 に よ り 、 修 業 の 見 込 み が な い と き 。  

四  性 行 が 著 し く 不 良 に な っ た と き 。   

五  奨 学 金 申 請 書 （ 第 一 号 様 式 ） に 虚 偽 の 記 載 を

し 、 又 は 不 正 な 手 段 に よ っ て 採 用 の 内 定 を 受 け

た と き 。  

 

六  第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 付 け ら れ た 条 件 に

違 反 し た と き 。  

 

七  第 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 知 事 が 定 め る 期 限

ま で に 進 路 決 定 届 （ 第 三 号 様 式 ） を 提 出 し な い

と き 。  

 

八  そ の 他 奨 学 金 を 貸 与 す る 必 要 が な い と 知 事 が

認 め た と き 。  

 

２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 採 用 の 内 定 を 取 り 消

し た と き は 、 本 人 、 保 護 者 、 第 二 連 帯 保 証 人 及 び

中 学 校 の 校 長 又 は 専 修 学 校 高 等 課 程 の 校 長 に 通 知

す る も の と す る 。  

 

（ 貸 与 の 打 ち 切 り ）  （ 貸 与 の 打 ち 切 り ）  

第 十 六 条  知 事 は 、 奨 学 生 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る に 至 っ た と き は 、 当 該 事 実 の 発 生 し た 日

の 属 す る 月 の 翌 月 （ そ の 日 が 月 の 初 日 で あ る と き

は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ） か ら 、 奨 学 金 の 貸 与 を 打

ち 切 る も の と す る 。 た だ し 、 当 該 奨 学 生 が 次 の 各

号 の い ず れ に も 該 当 し な い 状 態 に 至 っ た と き は 、

再 度 、 第 七 条 の 申 請 を 行 う こ と を 妨 げ な い 。  

第 十 一 条  知 事 は 、 奨 学 生 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る に 至 っ た と き は 、 当 該 事 実 の 発 生 し た 日

の 属 す る 月 の 翌 月 （ そ の 日 が 月 の 初 日 で あ る と き

は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ） か ら 、 修 業 奨 学 金 の 貸 与

を 打 ち 切 る も の と す る 。 た だ し 、 当 該 奨 学 生 が 次

の 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 状 態 に 至 っ た と き

は 、 修 業 奨 学 金 の 貸 与 に 係 る 再 申 請 を 行 う こ と を

妨 げ な い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と を 辞 退 し た と き 。  二  修 業 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と を 辞 退 し た と

き 又 は 当 該 貸 与 を 継 続 す る 意 思 の 確 認 が で き な

い と き 。  

三  第 十 四 条 に 規 定 す る 期 限 ま で に 奨 学 金 貸 与 継

続 届 （ 第 八 号 様 式 ） を 提 出 し な い と き 。  

 

四  心 身 の 故 障 に よ り 、 修 業 の 見 込 み が な い と き 。  

五  性 行 が 著 し く 不 良 に な っ た と き 。   

六  奨 学 金 申 請 書 （ 第 一 号 様 式 ） に 虚 偽 の 記 載 を

し 、 又 は 不 正 な 手 段 に よ っ て 奨 学 生 と な っ た と

き 。  

三  第 五 条 第 一 項 の 申 請 書 に 虚 偽 の 記 載 を し 、 又

は 不 正 の 手 段 に よ っ て 奨 学 生 と な っ た と き 。  

七  第 八 条 第 二 項 又 は 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ り

付 け ら れ た 条 件 に 違 反 し た と き 。  

 

八  奨 学 金 貸 与 期 間 に お け る 休 学 期 間 が 通 算 し て

三 年 に 達 し た と き 。  

四  修 業 奨 学 金 貸 与 期 間 に お け る 休 学 期 間 が 通 算

し て 三 年 に 達 し た と き 。  

九  そ の 他 奨 学 金 を 貸 与 す る 必 要 が な い と 知 事 が

認 め た と き 。  

五  そ の 他 修 業 奨 学 金 を 貸 与 す る 必 要 が な く な っ

た と き 。  

２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 、 貸 与 を 打 ち 切 っ た ２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 貸 与 を 打 ち 切 っ た と
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と き は 、 本 人 、 保 護 者 、 第 二 連 帯 保 証 人 及 び 専 修

学 校 高 等 課 程 の 校 長 に 通 知 す る も の と す る 。  

き は 、 当 該 奨 学 生 、 保 護 者 又 は 申 請 時 に 保 護 者 で

あ っ た 者 、 連 帯 保 証 人 及 び 学 校 長 に 通 知 す る も の

と す る 。  
（ 貸 与 の 休 止 等 ）  （ 貸 与 の 休 止 ）  

第 十 七 条  知 事 は 、 奨 学 生 が 休 学 し た と き は 、 休 学

し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 （ そ の 日 が 月 の 初 日 で あ

る と き は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ） か ら 復 学 し た 日 の

属 す る 月 の 前 月 （ そ の 日 が 月 の 末 日 で あ る と き は 、

そ の 日 の 属 す る 月 ） ま で の 期 間 、 奨 学 金 の 貸 与 を

休 止 す る 。  

第 十 二 条  知 事 は 、 奨 学 生 が 休 学 す る に 至 っ た と き 、

又 は 前 条 第 一 項 各 号 に 規 定 す る 貸 与 の 打 ち 切 り の

要 件 に 該 当 す る と 見 込 ま れ る 事 実 が 発 生 し た と き

は 、 当 該 休 学 を 開 始 し た 日 又 は 当 該 事 実 に つ い て

把 握 し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 （ そ の 日 が 月 の 初 日

で あ る と き は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ） か ら 当 該 休 学

又 は 当 該 事 実 の 終 了 し た 日 の 属 す る 月 の 前 月 （ そ

の 日 が 月 の 末 日 で あ る と き は 、 そ の 日 の 属 す る 月 ）

ま で の 期 間 、 修 業 奨 学 金 の 貸 与 を 休 止 す る 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て 、 既 に 貸 与 し た 修 業 費 が あ

る と き は 、 そ の 修 業 費 は 、 復 学 し た 日 の 属 す る 月

以 後 の 分 と し て 貸 与 し た も の と み な す 。  

２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 貸 与 を 休 止 し た と き

は 、 当 該 奨 学 生 、 保 護 者 又 は 申 請 時 に 保 護 者 で あ

っ た 者 、 連 帯 保 証 人 及 び 学 校 長 に 通 知 す る も の と

す る 。  

３  知 事 は 、 奨 学 生 が 前 条 第 一 項 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と 見 込 ま れ る 場 合 は 、 奨 学 金 の 貸 与 を 一

時 留 保 す る こ と が で き る 。  

 

  

（ 奨 学 金 の 返 還 ）  （ 修 業 奨 学 金 の 返 還 ）  

第 十 八 条  奨 学 生 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る に 至 っ た と き は 、 そ の 事 由 が 発 生 し た 日 の 属 す

る 月 の 翌 月 か ら 起 算 し て 半 年 間 据 え 置 い た 後 、 十

二 年 以 内 に 奨 学 金 を 返 還 し な け れ ば な ら な い 。  

第 十 三 条  奨 学 生 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る に 至 っ た と き は 、 そ の 事 由 が 発 生 し た 日 の 属 す

る 月 の 翌 月 か ら 起 算 し て 半 年 間 据 え 置 い た 後 、 十

二 年 以 内 に 修 業 奨 学 金 を 返 還 し な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 知 事 が 別 に 定 め る 要 件 を 満 た す と き 、

本 文 に 規 定 す る 修 学 奨 学 金 を 返 還 し な け れ ば な ら

な い 期 間 は 、 返 還 金 の 合 計 額 が 百 二 十 万 円 を 超 え

百 八 十 五 万 円 未 満 の 者 に つ い て は 十 五 年 以 内 、 百

八 十 五 万 円 以 上 の 者 に つ い て は 十 八 年 以 内 と す る

こ と が で き る 。  

一  専 修 学 校 高 等 課 程 を 修 了 し た と き 。  一  奨 学 生 が 専 修 学 校 を 修 了 し た と き 。  

二  第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 奨 学 金 の 貸 与

を 打 ち 切 ら れ た と き 。  

二  第 十 一 条 の 規 定 に よ り 、 修 業 奨 学 金 の 貸 与 を

打 ち 切 ら れ た と き 。  

三  第 二 十 一 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ る 返 還 猶

予 が 、 修 了 以 外 の 理 由 で 終 了 し た と き 。  

三  第 十 六 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に よ る 専 修 学 校

高 等 課 程 に 在 学 す る と き の 返 還 猶 予 が 、 修 了 以

外 の 理 由 で 終 了 し た と き 。  

四  第 二 十 一 条 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に よ る 返 還 猶

予 事 由 が 消 滅 し た と き 。  

四  第 十 六 条 第 一 項 第 二 号 の 規 定 に よ る 返 還 猶 予

の 事 由 が 消 滅 し た と き 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 該 当 す る

者 の 奨 学 金 を 返 還 し な け れ ば な ら な い 期 間 は 、 当

該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

一  貸 与 の 総 額 が 百 二 十 万 円 を 超 え 百 八 十 五 万 円

未 満 の 者  前 項 各 号 の 事 由 が 発 生 し た 日 の 属 す

る 月 の 翌 月 か ら 起 算 し て 半 年 間 据 え 置 い た 後 、

十 五 年 以 内  

 

二  貸 与 の 総 額 が 百 八 十 五 万 円 以 上 の 者  前 項 各

号 の 事 由 が 発 生 し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら 起

算 し て 半 年 間 据 え 置 い た 後 、 十 八 年 以 内  
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３  知 事 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ る 返 還 金 の 額 及 び 返

還 期 日 等 に つ い て 、 本 人 、 保 護 者 及 び 第 二 連 帯 保

証 人 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 返 還 金 の 額 及 び 返 還

期 日 等 に つ い て 、 当 該 奨 学 生 、 保 護 者 又 は 申 請 時

に 保 護 者 で あ っ た 者 及 び 連 帯 保 証 人 に 通 知 す る も

の と す る 。  

４  返 還 金 を 正 当 な 理 由 な く 、 返 還 期 日 ま で に 返 還

し な か っ た と き は 、 三 重 県 債 権 の 管 理 及 び 私 債 権

の 徴 収 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第

二 号 ） 第 七 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 額 を 遅 延 損 害

金 と し て 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 知 事

が 必 要 と 認 め た と き は 、 遅 延 損 害 金 を 減 免 す る 。  

３  返 還 金 を 正 当 な 理 由 な く 、 返 還 期 日 ま で に 返 還

し な か っ た と き は 、 三 重 県 債 権 の 管 理 及 び 私 債 権

の 徴 収 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第

二 号 ） 第 七 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 金 額 を 遅 延 損

害 金 と し て 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 知

事 が 必 要 と 認 め た と き は 、 遅 延 損 害 金 を 減 免 す る 。 

 ４  奨 学 生 は 、 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 由 に あ っ て

は 当 該 事 由 が 見 込 ま れ る 日 の 三 月 前 か ら 二 月 前 ま

で の 間 の 知 事 が 指 定 す る 日 ま で に 、 同 項 第 二 号 に

掲 げ る 事 由 に あ っ て は 当 該 事 由 の 発 生 後 速 や か

に 、 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 借 用 証 書 （ 第 七

号 様 式 ） 及 び 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 返 還 明

細 書 （ 第 八 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。  

（ 返 還 の 方 法 ）  （ 返 還 の 方 法 ）  

第 十 九 条  奨 学 金 の 返 還 は 、 月 賦 又 は 半 年 賦 の 均 等

返 還 の 方 法 に よ る も の と す る 。 た だ し 、 繰 上 返 還

を す る こ と を 妨 げ な い 。  

第 十 四 条  修 業 奨 学 金 の 返 還 は 、 月 賦 、 半 年 賦 又 は

年 賦 の 均 等 返 還 の 方 法 に よ る も の と す る 。 た だ し 、

繰 上 返 還 を す る こ と を 妨 げ な い 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 最 初 に 返 還 す る 月 は 、 猶 予 及

び 据 え 置 き 期 間 の 終 了 の 日 か ら 起 算 し て 、 半 年 賦

の 場 合 は 半 年 を 経 過 し な い 月 で な け れ ば な ら な

い 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 最 初 に 返 還 す る 月 は 、 猶 予 及

び 据 え 置 き 期 間 の 終 了 の 日 か ら 起 算 し て 、 半 年 賦

の 場 合 は 半 年 を 、 年 賦 の 場 合 は 一 年 を 、 そ れ ぞ れ

経 過 し な い 月 で な け れ ば な ら な い 。  

３  奨 学 金 の 返 還 期 日 は 、 次 の 各 号 に 定 め る 区 分 に

応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 こ の 場 合

に お い て 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 が 国 民 の 祝 日 に 関

す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 規

定 す る 休 日 （ 以 下 「 休 日 」 と い う 。 ） 、 土 曜 日 又

は 日 曜 日 に 当 た る と き は 、 そ の 日 後 に お い て 、 そ

の 日 に 最 も 近 い 休 日 、 土 曜 日 又 は 日 曜 日 で な い 日

を 返 還 期 日 と す る 。  

 

一  月 賦  毎 月 末 日   

二  半 年 賦  返 還 月 の 末 日   

４  奨 学 生 又 は 奨 学 生 で あ っ た 者 は 、 返 還 方 法 を 変

更 し よ う と す る と き は 、 速 や か に 奨 学 金 返 還 計 画

変 更 申 請 書 （ 第 九 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。  

 

（ 返 還 の 免 除 ）  （ 返 還 の 免 除 ）  

第 二 十 条  三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 返 還

免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 八 号 。

以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 奨 学

金 の 返 還 の 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 奨 学 金 返

還 免 除 申 請 書 （ 第 十 号 様 式 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を

添 え て 、 同 条 各 号 の 事 由 の 発 生 後 遅 滞 な く 知 事 に

申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

第 十 五 条  三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 返 還

免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 八 号 。

以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 修 業

奨 学 金 の 返 還 の 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 専 修

学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 返 還 免 除 申 請 書 （ 第 九 号

様 式 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 同 条 各 号 の 事

由 の 発 生 後 遅 滞 な く 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な

い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  
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二  条 例 第 二 条 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 は 、 奨 学 生

で あ っ た 者 の 障 害 の 状 態 が 別 表 第 四 の 下 欄 に 掲

げ る 状 態 の い ず れ か に 該 当 し 、 就 業 が 困 難 で あ

る こ と を 証 す る 医 師 の 診 断 書 （ 第 十 一 号 様 式 ）

そ の 他 の 書 類  

二  条 例 第 二 条 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 は 、 奨 学 生

で あ っ た 者 の 障 害 の 状 態 が 別 表 第 三 の 下 欄 に 掲

げ る 状 態 の い ず れ か に 該 当 し 、 就 業 が 困 難 で あ

る こ と を 証 す る 医 師 の 診 断 書 そ の 他 の 書 類  

２  前 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 本 人 が 死 亡 し た と き 、

心 身 に 重 大 な 障 害 を 受 け た と き そ の 他 や む を 得 な

い 事 由 に よ り 申 請 を 行 う こ と が で き な い と き は 、

保 護 者 、 配 偶 者 又 は 第 二 連 帯 保 証 人 が 行 う こ と が

で き る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 申 請 は 、 奨 学 生 で あ っ た 者 が

死 亡 し た と き 、 心 身 に 重 大 な 障 害 を 受 け た と き そ

の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 申 請 を 行 う こ と が で

き な い と き は 、 保 護 者 若 し く は 申 請 時 に 保 護 者 で

あ っ た 者 、 配 偶 者 又 は 連 帯 保 証 人 が 行 う こ と が で

き る 。  

３  奨 学 金 の 返 還 を 免 除 す る 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 か ら 、 第 一 項

の 規 定 に よ る 申 請 時 ま で に 返 還 期 日 が 経 過 し て 支

払 わ れ て い な い 返 還 金 の 額 を 控 除 し た 額 と す る 。  

３  修 業 奨 学 金 の 返 還 を 免 除 す る 額 は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 か ら 、 返

還 期 日 が 経 過 し て 支 払 わ れ て い な い 返 還 金 の 額 を

控 除 し た 額 と す る 。  

一  条 例 第 二 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合 又 は 同 条 第

二 号 に 該 当 す る 場 合 （ 奨 学 生 で あ っ た 者 の 障 害

の 程 度 が 、 別 表 第 四 の 上 欄 の 一 級 に 該 当 す る と

き に 限 る 。 ）  貸 与 を 受 け た 奨 学 金 の 総 額 か ら

第 一 項 の 規 定 に よ る 申 請 時 ま で に 返 還 し た 額 を

控 除 し た 額 （ 次 号 に お い て 「 残 額 」 と い う 。 ）

の 全 額  

一  条 例 第 二 条 第 一 号 に 該 当 す る 場 合 又 は 同 条 第

二 号 に 該 当 す る 場 合 （ 奨 学 生 で あ っ た 者 の 障 害

の 程 度 が 、 別 表 第 三 の 上 欄 の 一 級 に 該 当 す る と

き に 限 る 。 ）  貸 与 を 受 け た 修 業 奨 学 金 の 総 額

か ら 既 に 返 還 し た 額 を 控 除 し た 額 （ 次 号 に お い

て 「 残 額 」 と い う 。 ） の 全 額  

二  条 例 第 二 条 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 （ 奨 学 生 で

あ っ た 者 の 障 害 の 程 度 が 、 別 表 第 四 の 上 欄 の 二

級 に 該 当 す る と き に 限 る 。 ）  残 額 の 四 分 の 三

に 相 当 す る 額  

二  条 例 第 二 条 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 （ 奨 学 生 で

あ っ た 者 の 障 害 の 程 度 が 、 別 表 第 三 の 上 欄 の 二

級 に 該 当 す る と き に 限 る 。 ）  残 額 の 四 分 の 三

に 相 当 す る 額  

（ 返 還 の 猶 予 ）  （ 返 還 の 猶 予 ）  

第 二 十 一 条  知 事 は 、 奨 学 生 で あ っ た 者 が 、 奨 学 金

貸 与 期 間 の 終 了 後 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し 、

返 還 期 日 に 奨 学 金 を 返 還 す る こ と が 著 し く 困 難 に

な っ た と 認 め る と き は 、 奨 学 金 の 返 還 を 猶 予 す る

こ と が で き る 。  

第 十 六 条  知 事 は 、 奨 学 生 で あ っ た 者 が 、 奨 学 金 貸

与 期 間 の 終 了 後 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し 、

返 還 期 日 に 修 業 奨 学 金 を 返 還 す る こ と が 著 し く 困

難 に な っ た と 認 め る と き は 、 修 業 奨 学 金 の 返 還 を

猶 予 す る こ と が で き る 。  

一  専 修 学 校 高 等 課 程 に 在 学 す る と き 。  一  専 修 学 校 高 等 課 程 に 在 学 す る と き 又 は 専 修 学

校 高 等 課 程 を 修 了 後 一 年 を 経 過 し な い と き 。  

二～ 九  （ 略 ）  二 ～ 九  （ 略 ）  

２  奨 学 生 で あ っ た 者 又 は そ の 保 護 者 、 配 偶 者 若 し

く は 第 二 連 帯 保 証 人 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 返 還 猶

予 を 受 け よ う と す る と き は 、 奨 学 金 返 還 猶 予 申 請

書 （ 第 十 二 号 様 式 ） に そ の 理 由 を 証 す る 書 類 を 添

え て 、 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

２  奨 学 生 で あ っ た 者 又 は そ の 保 護 者 若 し く は 申 請

時 に 保 護 者 で あ っ た 者 、 配 偶 者 若 し く は 連 帯 保 証

人 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 返 還 猶 予 を 受 け よ う と す

る と き は 、 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 返 還 猶 予

申 請 書 （ 第 十 号 様 式 ） に そ の 理 由 を 証 す る 書 類 を

添 え て 、 知 事 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

 ３  第 一 項 の 規 定 に よ る 返 還 猶 予 の 期 間 は 、 次 に 掲

げ る も の と す る 。  

 一  第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 に 該 当 す る と き に あ

っ て は 、 そ の 事 由 が 継 続 し て い る 期 間  

  二  第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 返

還 猶 予 を 決 定 し て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。 た だ し 、

猶 予 期 間 が 経 過 し た 後 も 猶 予 の 事 由 が 継 続 し て

い る 場 合 に お い て 、 知 事 が 必 要 と 認 め た と き は 、

猶 予 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る も の と す る 。  
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  三  第 一 項 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で 及 び 第 九 号 に 該

当 す る と き に あ っ て は 、 返 還 猶 予 を 決 定 し て か

ら 一 年 以 内 の 期 間  

  四  第 一 項 第 八 号 に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 返

還 猶 予 を 決 定 し て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。 た だ し 、

そ の 事 由 が 継 続 し て い る と き は 、 子 が 満 三 歳 に

達 す る 日 の 翌 日 が 属 す る 月 を 限 度 と し て 猶 予 期

間 を 延 長 す る こ と が で き る も の と す る 。  

 ４  第 一 項 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で 及 び 第 九 号 の 規 定

に よ り 返 還 猶 予 を し た 場 合 に お い て 、 知 事 が 必 要

と 認 め た と き は 、 一 年 以 内 の 期 間 に 限 り 猶 予 を 延

長 す る こ と が で き る も の と す る 。 た だ し 、 延 長 期

間 が 経 過 し た 後 も 猶 予 の 事 由 が 継 続 し て い る 場 合

に お い て 、 知 事 が 必 要 と 認 め た と き は 、 更 に 一 年

以 内 の 期 間 に 限 り 猶 予 を 延 長 す る こ と が で き る も

の と す る 。  

 ５  前 項 の 規 定 に よ り 第 一 項 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で

及 び 第 九 号 の 規 定 に よ る 返 還 猶 予 を 延 長 す る 場 合

は 、 通 算 し て 三 年 以 内 を 限 度 と し て 返 還 猶 予 で き

る も の と す る 。  

（ 返 還 猶 予 の 期 間 ）   

第 二 十 二 条  前 条 の 規 定 に よ る 返 還 猶 予 の 期 間 は 、

次 の と お り と す る 。  

 

一  前 条 第 一 項 第 一 号 又 は 第 二 号 に 該 当 す る と き

に あ っ て は 、 そ の 事 由 が 継 続 し て い る 期 間 。  

 

二  前 条 第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る と き に あ っ て

は 、 返 還 猶 予 を 決 定 し て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。

た だ し 、 猶 予 期 間 が 経 過 し た 後 も 猶 予 事 由 が 継

続 し て い る 場 合 に お い て 、 知 事 が 必 要 と 認 め た

と き は 、 猶 予 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る も の

と す る 。  

 

三  前 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で 及 び 第 九 号

に 該 当 す る と き に あ っ て は 、 返 還 猶 予 を 決 定 し

て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。  

 

四  前 条 第 一 項 第 八 号 に 該 当 す る と き に あ っ て

は 、 返 還 猶 予 を 決 定 し て か ら 一 年 以 内 の 期 間 。

た だ し 、 そ の 事 由 が 継 続 し て い る と き は 、 子 が

満 三 歳 に 達 す る 日 の 翌 日 が 属 す る 月 を 限 度 と し

て 猶 予 期 間 を 延 長 す る こ と が で き る も の と す

る 。  

 

２  前 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で 及 び 第 九 号 の

規 定 に よ り 返 還 猶 予 し た 場 合 に お い て 、 知 事 が 必

要 と 認 め た と き は 、 一 年 以 内 の 期 間 に 限 り 猶 予 を

延 長 す る こ と が で き る も の と す る 。 た だ し 、 当 該

延 長 期 間 が 経 過 し た 後 も 猶 予 事 由 が 継 続 し て い る

場 合 に お い て 、 知 事 が 必 要 と 認 め た と き は 、 さ ら

に 一 年 以 内 の 期 間 に 限 り 猶 予 を 延 長 す る こ と が で

き る も の と す る 。  

 

３  前 条 第 一 項 第 四 号 か ら 第 七 号 ま で 及 び 第 九 号 の

規 定 に よ り 返 還 猶 予 す る 場 合 は 、 猶 予 事 由 及 び 猶
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予 期 間 の 延 長 の 有 無 に か か わ ら ず 、 通 算 し て 三 年

以 内 を 限 度 と し て 返 還 猶 予 で き る も の と す る 。  
（ 異 動 の 届 出 ）  （ 異 動 の 届 出 ）  

第 二 十 三 条  奨 学 生 、 予 約 採 用 内 定 者 （ 以 下 こ の 条

に お い て 「 奨 学 生 等 」 と い う 。 ） 若 し く は 奨 学 生

で あ っ た 者 又 は そ の 保 護 者 は 、 貸 与 の 開 始 又 は 返

還 を 完 了 す る ま で の 間 に 次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る に 至 っ た と き は 、 直 ち に 異 動 届 （ 第 十 三 号

様 式 ） に 当 該 事 実 を 証 す る 書 類 を 添 え て 、 知 事 に

届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

第 十 七 条  奨 学 生 、 採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け た 者 及

び 専 修 学 校 高 等 課 程 か ら 入 学 の 許 可 を 得 る こ と を

条 件 と し て 採 用 の 予 約 の 決 定 を 受 け る 者 （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 奨 学 生 等 」 と い う 。 ） 若 し く は 奨

学 生 で あ っ た 者 又 は そ の 保 護 者 若 し く は 申 請 時 に

保 護 者 で あ っ た 者 は 、 貸 与 の 開 始 又 は 返 還 を 完 了

す る ま で の 間 に 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る に

至 っ た と き は 、 直 ち に 異 動 届 （ 第 十 一 号 様 式 ） に

当 該 事 実 を 証 す る 書 類 を 添 え て 、 知 事 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  一 ・ 二  （ 略 ）  

三  奨 学 生 が 休 学 し 、 又 は 停 学 の 処 分 を 受 け た と

き 。  

三  奨 学 生 が 休 学 し た と き 。  

四 ・ 五  （ 略 ）  四 ・ 五  （ 略 ）  

六  奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と 又 は 採 用 の 内 定 を

辞 退 す る と き 。  

六  修 業 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と 又 は 採 用 の 予

約 を 辞 退 す る と き 。  

七  奨 学 生 等 若 し く は 奨 学 生 で あ っ た 者 、 そ の 保

護 者 又 は 第 二 連 帯 保 証 人 が 住 所 又 は 氏 名 を 変 更

し た と き 。  

七  奨 学 生 等 若 し く は 奨 学 生 で あ っ た 者 、 そ の 保

護 者 若 し く は 申 請 時 に 保 護 者 で あ っ た 者 又 は 連

帯 保 証 人 が 住 所 又 は 氏 名 を 変 更 し た と き 。  

八  第 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 奨 学 金 の 振 込 を

行 う 金 融 機 関 の 口 座 を 変 更 し た と き 。  

八  第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 修 業 奨 学 金 の 振 込

を 行 う 金 融 機 関 の 口 座 を 変 更 し た と き 。  

九  （ 略 ）  九  （ 略 ）  

２  奨 学 生 等 若 し く は 奨 学 生 で あ っ た 者 又 は そ の 保

護 者 は 、 保 護 者 又 は 第 二 連 帯 保 証 人 の 死 亡 等 の 理

由 に よ り 保 護 者 又 は 第 二 連 帯 保 証 人 を 変 更 し よ う

と す る 場 合 は 、 直 ち に 連 帯 保 証 人 等 変 更 申 請 書 （ 第

十 四 号 様 式 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 知 事 に

提 出 し 、 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２  奨 学 生 等 若 し く は 奨 学 生 で あ っ た 者 又 は そ の 保

護 者 若 し く は 申 請 時 に 保 護 者 で あ っ た 者 は 、 保 護

者 若 し く は 申 請 時 に 保 護 者 で あ っ た 者 又 は 連 帯 保

証 人 の 死 亡 等 の 理 由 に よ り 保 護 者 若 し く は 申 請 時

に 保 護 者 で あ っ た 者 又 は 連 帯 保 証 人 を 変 更 し よ う

と す る 場 合 は 、 直 ち に 連 帯 保 証 人 等 変 更 申 請 書 （ 第

十 二 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し 、 同 意 を 得 な け れ ば

な ら な い 。  

一  保 護 者 を 変 更 す る 場 合 は 、 保 護 者 に な ろ う と

す る 者 の 住 民 票 の 写 し  

 

二  第 二 連 帯 保 証 人 を 変 更 す る 場 合 は 、 第 二 連 帯

保 証 人 に な ろ う と す る 者 の 印 鑑 登 録 証 明 書  

 

（ 委 任 ）  （ 委 任 ）  

第 二 十 四 条  （ 略 ）  第 十 八 条  （ 略 ）  

２  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 奨 学 金 の 債 権 管

理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 三 重 県 債 権 の 管 理 及 び 私

債 権 の 徴 収 に 関 す る 条 例 及 び 三 重 県 債 権 の 管 理 及

び 私 債 権 の 徴 収 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十

六 年 三 重 県 規 則 第 十 八 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。 

２  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 修 業 奨 学 金 の 債

権 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 三 重 県 債 権 の 管 理 及

び 私 債 権 の 徴 収 に 関 す る 条 例 及 び 三 重 県 債 権 の 管

理 及 び 私 債 権 の 徴 収 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成

二 十 六 年 三 重 県 規 則 第 十 八 号 ） の 定 め る と こ ろ に

よ る 。  

別 表 第 一 （ 第 十 一 条 関 係 ）  別 表 第 一 （ 第 七 条 関 係 ）  

 区 分  金 額    区 分  金 額   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

別 表 第 二 （ 第 十 一 条 関 係 ）  別 表 第 二 （ 第 七 条 関 係 ）  
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 区 分  金 額    区 分  金 額   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   
別 表 第 三 （ 第 十 三 条 関 係 ）   

 区 分  貸 与 時 期    

 四 月 、 五 月 及 び 六 月 分 の 奨 学 金 （ 予 約 採

用 及 び 通 常 採 用 に お け る 初 回 の 貸 与 に

限 る 。 ）  

七 月    

   

 四 月 、 五 月 及 び 六 月 分 の 奨 学 金  六 月    

 七 月 、 八 月 及 び 九 月 分 の 奨 学 金  九 月    

 十 月 、 十 一 月 及 び 十 二 月 分 の 奨 学 金  十 二 月    

 一 月 、 二 月 及 び 三 月 分 の 奨 学 金  三 月    

別 表 第 四 （ 第 二 十 条 関 係 ）  別 表 第 三 （ 第 十 五 条 関 係 ）  

 障 害 の 程 度  障 害 の 状 態    障 害 の 程 度  障 害 の 状 態   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

  

第 一 号 様 式 か ら 第 十 二 号 様 式 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  
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第 1号様式（第 7条、第 15条、第 16条関係） 

奨学金申請書 

 

 いずれか該当するものに○を付けること 予約採用 通常採用 緊急採用  

申 請 者 

（本 人） 

名
ふ り

 前
が な

 住 所 等 

 〒 

 

電話（自宅）     －     －     

  （携帯）     －     －     

 

生年月日 在留資格（外国籍の方のみ） 

 年   月   日生  

親 権 者 

又は 

後 見 人 等 

（保 護 者） 

名
ふ り

 前
が な

 住 所 等 

 〒 

 

電話（自宅）     －     －     

  （携帯）     －     －     

 

生年月日 勤務先等 本人との関係 
在留資格 

（外国籍の方のみ） 

        年   月   日生    

連帯保証人 

名
ふ り

 前
が な

 住 所 等 

 〒 

 

電話（自宅）     －     －     

  （携帯）     －     －     

 

生年月日 勤務先等 本人との関係 
在留資格 

（外国籍の方のみ） 

        年   月   日生    

在学する      

（入学希望の） 

専修学校 

学校名 課程名 在学期間（見込） 

国公立 

私 立 

 

 

年   月入学 

年   月修了 

通学状況 自宅通学 ・ 自宅外通学 

他の奨学金制

度の申込状況

の確認 

申込の有無 

いずれかに○ 

申込を行った場合は 

次のいずれかに○ 

既に貸与を受けている 

奨学金制度名 

有 ・ 無 認められた 認められなかった  

奨学金の 

貸 与 額 

貸与期間 

修業支度費(入学時) 修業費 

          円 

(貸与を受けないときは０を記入) 

月  額：           円 

貸与期間：□上記「在学期間（見込）」と同じ 

年   月から      年   月まで 
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奨学金の 

振込口座 

(本人又は保護者

の口座) 

金融機関名 

（コード番号） 

本支店名 

（コード番号） 
種目 口座番号 

口座名義 

(ｶﾀｶﾅ） 

 

(          ) 

 

(          ) 

普通 

貯蓄 

       
 

(        ) 
 

世帯（家族） 

の 状 況 

名 前 続柄 勤務先 又は 通学先（学年） 特記事項 

 
本人 

  

    

□ 親権者 

    

□ 親権者 

    

    

※世帯員が別生計である場合は、特記事項欄に「別生計」と記載してください。 

※世帯員が親権者である場合は、特記事項欄の□をチェックしてください。 

三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 7条の規定により奨学金の貸与を受けたいの

で、関係書類を添えて申請します。 

 

                              年    月    日 

 

 三重県知事 宛て 

 

            本   人       名前               ㊞ 

                       

 

上記の者が負担する奨学金債務を連帯して保証します。（保護者欄に署名した者は、全ての法定代理人

を代表しての署名であることを認めます。） 

 

            保護者（連帯保証人）  名前               ㊞ 

 

 

            連帯保証人       名前               ㊞ 

 

 ※ 署名欄は、それぞれ該当する人が自筆してください。 

※  印影がはっきりわかるように押印してください。不鮮明なものは、受付できない場合があります。 

【個人情報の取扱】ご記入いただきました個人情報及び提出書類は、奨学金の貸与及び返還においてのみ使用し、その他の

目的では使用しません。また、三重県個人情報保護条例に基づき適切に管理します。 

添付書類 １ 在学証明書（第 2号様式） 

２ 同一の世帯に属する全ての者の住民票の写し 

３ 同一の世帯に属する幼児・児童・学生を除く全ての者の所得についての市町村長が発行する課税証明書 
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第 2号様式（第 7条、第 13条関係） 

 

在 学 証 明 書 

 

 

 

 

１ 生徒名前 

                             

 

 

２ 生年月日 

                   年    月    日生 

 

 

３ 課 程 名  

                                           

 

 

４ 学  年 

              学年 

 

 

５ 修業期間 

                年    月入学      年    月修了見込 

 

 

 

 上記のとおり在学することを証明します。 

 

      年    月    日 

 

 

学 校 名 

 

代表者名                   □印  
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第 3号様式（第 8条、第 11条、第 15条関係） 

進 路 決 定 届 

 

                                                                年    月    日 

三重県知事  宛て 

予約番号           

在学中学校              

本 人  住所 

 

名前               ㊞ 

 

電話（自宅）             

（携帯）             

  三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 8条第 3項の規定により、進路決定届を提出

します。 

  なお、進学後は、三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与を受けることを希望します。 

記 

１ 決定した進学先 

（１）学校区分   国公立 ・ 私立 

（２）通学形態   自宅通学 ・ 自宅外通学 

（３）学 校 名                         （        年    月修了見込） 

（４）学校連絡先（三重県外の学校に進学する場合のみ記入） 

   〒 

電話： 

２ 貸与希望額 

該当する方に○をしてください。なお、学校区分又は通学形態に変更がある場合、貸与希望額の変

更が必要です。 

（   ）申請時の貸与希望額を変更しない。 

（   ）申請時の貸与希望額を変更する。 

※貸与希望額を変更する場合は、学校区分及び通学形態に応じて貸与希望額に○をしてください。 

○国公立の専修学校高等課程に入学 

修業支度費（一時金）：40,000円 ・ 80,000円 ・ 貸与不要 

修業費（月額）自宅通学：18,000円 ・ 貸与不要 

修業費（月額）自宅外通学：23,000円 ・ 貸与不要 

○私立の専修学校高等課程に入学 

修業支度費（一時金）50,000円 ・ 100,000円 ・ 貸与不要 

修業費（月額）自宅通学：30,000円 ・ 貸与不要 

修業費（月額）自宅外通学：35,000円 ・ 貸与不要 

※ 貸与希望額、貸与期間を変更する場合は、別途「奨学金貸与額等変更申請書」の提出が必要です。 

添付書類 進学先を証明する書類（合格証書等） 
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第 4号様式（第 8条関係） 

奨学金貸与額等変更申請書 

 

                              年    月    日 

 

 三重県知事 宛て 

予約番号          

  

本 人  住所 

 

名前               ㊞ 

 

電話（自宅）            

（携帯）            

 

 三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 8条第 4項の規定により、下記のとお

り奨学金の貸与額等を変更したいので申請します。 

記 

変更前 

修業費 

月額：       円 

期間：      年   月から      年   月まで 

修業支度費           円 

変更後 

修業費 

月額：       円 

期間：      年   月から      年   月まで 

修業支度費           円 

上記貸与額等の変更に同意するとともに、変更後の奨学金債務を連帯して保証します。（保護者欄

に署名した者は、全ての法定代理人を代表しての署名であることを認めます。） 

 

               保護者（連帯保証人） 住所 

 

名前               ㊞  

 

               連帯保証人      住所 

 

名前               実印 

  

※ 署名欄は、いずれもそれぞれ該当する人が自筆してください。 

※ 連帯保証人は、実印を使用してください。 

※ 印影がはっきりわかるように押印してください。不鮮明なものは、受付けできない場合があります。 
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第 5号様式（第 8条、第 9条関係） 

奨学金返還誓約書兼借用証書 

 

三重県知事 宛て 

 

                               年    月    日 

 

私はこのたび 、下記のとおり三重県専修学校高等課程修業奨学金（以下「奨学金」という。）の

貸与を受けることになりました。 

つきましては、貸与を受けた奨学金については、三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関

する規則（以下「規則」という。）及び裏面の誓約事項に従い、誠実に返還することを誓約します。 

また、学校の諸規則命令等を守り、学業に励み、奨学生として自らの行動に責任を持つとともに、

規則を堅く守り、かつ、修了後もその趣旨に添うことを誓約します。 

 

修業費月額             円 修業支度費 円 

修業費貸与期間       年    月分から     年    月分 （計    月分） 

貸与申請金額 

（奨学金総額） 
               円 

返 還 方 法 □月賦（毎月末日）   □半年賦（    月及び    月末日） 

返 還 期 間 年    月から     年間 返還回数 回 

返 還 金 額 各回：             円 最終回：             円 

※奨学金の貸与の時期は、規則に定めるとおりとします。 
※返還期日が休日、土曜日又は日曜日に当たるときは、その日後において、その日に最も近い休日、
土曜日又は日曜日でない日を返還期日とします。 

 

本 

人 

住所 

 

氏名             ㊞  【（奨学生・予約）番号：          】   

 

私どもは、本人に誓約どおり履行させるとともに、規則及び裏面の誓約事項に従い、本人が負担

する奨学金債務を連帯して保証します。 

(

連
帯
保
証
人)

保
護
者 

住所 

 

氏名             ㊞ 

連
帯
保
証
人 

住所 

 

氏名            実印 

  ※署名欄は、該当者がそれぞれ自筆し、連帯保証人（保護者を除く）は実印を押印すること。 
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【誓約事項】 

本人、保護者及び連帯保証人は、次の事項を誓約します。 

１ 保護者欄に署名した者は、全ての法定代理人を代表しての署名であることを認めます。 

２ 三重県が定める期間までに奨学金貸与継続届を提出します。奨学金貸与継続届を提出しない場

合は、翌年度以降の奨学金の貸与が打ち切られても異議はありません。 

３ 貸与が打ち切られた場合は、当該打ち切り決定の日から 1 か月以内に奨学金返還計画変更申請

書を提出します。当該申請書を提出しない場合は、3 年以内の返還期間で、三重県が定める方法

で返還します。 

４ 連帯保証人の一人対する履行の請求及び連帯保証人の一人に生じた時効の完成猶予及び更新は、

本人及び他の連帯保証人にもその効力が生じることを認めます。 

５ 期限までに返還がなされない場合は、三重県の請求により期限の利益を喪失することを認め、

未返還額を一括返還します。 

６ 滞納を生じさせた場合には、期限の翌日から起算して納付日までの遅延損害金を負担します。 

７ この奨学金に関する訴訟については、三重県の所在地を管轄する裁判所を専属的合意管轄裁判

所とすることに同意します。 

 ８ 奨学金の返還にあたり、滞納や連絡を取ることができない状況が続いたときは、三重県が行う

奨学金の貸与及び返還に関する業務に必要な範囲において、三重県が次の調査を行うことに同意

します。（※調査で取得した個人情報は当該業務以外では使用しません。） 

（１）住所地における居住の有無、転出入の状況、家賃等の滞納等に関する管理会社等への調査 

（２）勤務や給与支払の状況等に関する勤務先等への調査 

（３）住民税等の課税状況に関する調査 

（４）金融機関における取引状況に関する調査 

（５）保険の加入状況に関する調査 

 

【奨学金貸与額一覧】 

○修業支度費           （単位：円） 

区 分 貸与金額 

国公立 40,000 又は  80,000 

私 立 50,000 又は 100,000 

 

○修業費                                   （単位：円） 

区 分 
貸与 

月額 

貸与期間別修学費総額 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ５年６月 

国公立 

自宅通学 
18,000 216,000 432,000 648,000 864,000 1,080,000 1,188,000 

国公立 

自宅外通学 
23,000 276,000 552,000 828,000 1,104,000 1,380,000 1,518,000 

私 立 

自宅通学 
30,000 360,000 720,000 1,080,000 1,440,000 1,800,000 1,980,000 

私 立 

自宅外通学 
35,000 420,000 840,000 1,260,000 1,680,000 2,100,000 2,310,000 
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第 6号様式（第 11条関係） 

奨学金貸与額変更申請書 
 

                              年    月    日 

 

 三重県知事 宛て 

奨学生番号         

本 人  住所 

 

名前               ㊞ 

 

電話（自宅）            

（携帯）            

 

 三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 11条第 4項の規定により、下記のとお

り修業費の貸与額を変更したいので申請します。 

記 

１ 貸与額の変更を希望する理由 

 

 

２ 貸与額等(※太枠内は返還方法を定めている方のみ記入してください。) 

変更前 修業費 

月額：       円 

総期間：      年   月から      年   月まで 

変更後 

修業費 月額：       円（      年   月分から） 

修業支度費         円 
貸与申請金額 

（奨学金総額） 
    円 

返還方法・期間 □月賦 □半年賦（   月・   月） 年   月から  年間 

返還金額 各回： 最終回： 

上記貸与額等の変更に同意するとともに、変更後の奨学金債務を連帯して保証します。（保護者欄

に署名した者は、全ての法定代理人を代表しての署名であることを認めます。） 
 

               保護者（連帯保証人） 住所 

名前               ㊞  

 

               連帯保証人      住所 

名前               実印 

 
※ 署名欄は、いずれもそれぞれ該当する人が自筆してください。 
※ 連帯保証人は、実印を使用してください。前回申請に使用した実印から変更がある場合は、新たな

実印の印鑑登録証明書を添付してください。 
※ 印影がはっきりわかるように押印してください。不鮮明なものは、受付けできない場合があります。 
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第 7号様式（第 12条関係） 

奨学金貸与期間延長申請書 

 

    年    月    日  

三重県知事 宛て 

                                                   奨学生番号          

本 人  住所 

 

名前              ㊞ 

 

電話（自宅）           

（携帯） 

 

三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 12条第 3項の規定により、貸与期間の

延長を受けたいので下記のとおり申請します。 

記 

１ 貸与期間延長の理由等               

 延長を希望する期間：      年    月 から      年    月まで 

理由（理由の発生年月日：              ） 

 

 

２ 貸与期間延長後の貸与額等(※太枠内は返還方法を定めている方のみ記入してください。) 

修業費 月額：       円 総期間：      年   月から      年   月まで         

修業支度費 円 
貸与申請金額 

（奨学金総額） 
円 

返還方法・期間 □月賦  □半年賦（   月・   月） 年   月から    年間 

返還金額 各回： 最終回： 

上記貸与期間の延長等に同意するとともに、変更後の奨学金債務を連帯して保証します。（保護

者欄に署名した者は、全ての法定代理人を代表しての署名であることを認めます。） 

 

保護者（連帯保証人） 住所 
 

名前               ㊞  

  

連帯保証人      住所 
 

名前               実印 

 

※ 添付書類 貸与期間延長の理由を証する書類 

※ 署名欄は、いずれもそれぞれ該当する人が自筆してください。 

※ 連帯保証人は、実印を使用してください。前回申請に使用した実印から変更がある場合は、新たな

実印の印鑑登録証明書を添付してください。 

※ 印影がはっきりわかるように押印してください。不鮮明なものは、受付けできない場合があります。  
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第 8号様式（第 14条、第 16条関係） 

 

奨学金貸与継続届 

 

  年    月    日  

 

三重県知事 宛て 

 

奨学生番号             

学校名              

本 人  住所 

名前               ㊞ 

電話 

 

保護者  住所 

名前               ㊞ 

電話 

 

三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 14条の規定により、奨学金貸与継続

届を提出します。 

記 

来年度の奨学金の貸与について、該当する項目に〇をつけてください。 

（   ） 来年度も奨学金の貸与を希望します。 

                         （  ）希望しません。 

    なお、来年度の貸与額については変更を  

（  ）希望します。 

 

※ 貸与額の変更を希望する場合は、「奨学金貸与額変更申請書」（第６号 

様式）を提出してください。 

添付書類 １ 同一の世帯に属する全ての者の住民票の写し 

２ 同一の世帯に属する幼児・児童・学生を除く全ての者の所得についての市町村

長が発行する課税証明書 

（   ） 来年度からの奨学金の貸与を辞退します。 

 

※ 来年度からの奨学金の貸与を辞退する場合は、「異動届」（第 13号様式）を   

  提出してください。 

※ 提出期限までに奨学金貸与継続届が提出されない場合、貸与を打ち切ることがありますので、

ご注意ください。 
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第 十 二 号 様 式 の 次 に 次 の 二 様 式 を 加 え る 。  
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第 13号様式（第 14条、第 23条関係） 

異 動 届  

 

年  月  日   

   三重県知事 宛て 

奨学生（本人）

又は保護者 

 住所 

氏名        〇印    

  三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 23 条第 1 項の規定により、

下記のとおり異動がありましたので届け出ます。 

記 

 １ 異動事項 

 ２ 異動年月日 

 ３ 異動理由 

 添付書類 異動事項の事実を証する書類 
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第 14号様式（第 23条関係） 

連帯保証人等変更申請書 
 

変更事項 

(いずれかに○) 
保護者  ・  連帯保証人 

変更理由  

 

変更後の 

保護者 又は 

変更後の 

連帯保証人 

名 前
ふ り が な

 住   所   等  

 〒 

 

       電話（自宅）    -    - 

         （携帯）    -    - 

 

生年月日  年     月    日生 
在留資格 

(外国籍の方のみ) 
 

勤務先等 
 

本人との関係 
 

三重県専修学校高等課程修業奨学金の貸与に関する規則第 23条第 2項の規定により、保護者又は連帯

保証人について、上記のとおり変更したいので同意願います。 

 

                                  年   月   日 

 

  三重県知事 宛て 

 

                                                  （奨学生・予約）番号            

                

本   人           名前               ㊞ 

 

上記の者が負担する三重県専修学校高等課程修業奨学金債務を連帯して保証します。また、本人が既

に提出している奨学金返還誓約書兼借用証書の誓約事項及び裏面の誓約事項についても同意します。 

 

 

 

          変更後の保護者（連帯保証人）  名前               ㊞ 

 

変更後の連帯保証人       名前               実印 

※ 裏面【記入にあたっての注意事項等】を参照してください。 
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【記入にあたっての注意事項等】 

※ 署名欄は、いずれもそれぞれ該当する人が自筆してください。 

※ 連帯保証人の変更の際は、実印を使用し、印鑑登録証明書を添付してください。また、保護者の

変更の際は、住民票を添付してください。 

※ 印影がはっきりわかるように押印してください。不鮮明なものは、受付けできない場合がありま

す。  

※ 外国籍の方は、在留資格が記載された住民票を添付してください。 

※ 本人が成人に達している場合又は保護者がいない場合は、「変更後の保護者」欄には、従前の「保

護者」に代わり、奨学金債務を連帯して保証する方が署名・押印してください。 

※ ご記入いただきました個人情報及び提出書類は、奨学金の貸与及び返還においてのみ使用し、その

他の目的では使用しません。また、三重県個人情報保護条例に基づき適切に管理します。 

 

 

【誓約事項】 

本人、保護者及び連帯保証人は、次の事項を誓約します。 

１ 保護者欄に署名した者は、全ての法定代理人を代表しての署名であることを認めます。 

２ 三重県が定める期間までに奨学金貸与継続届を提出します。奨学金貸与継続届を提出しない場合は、

翌年度以降の奨学金の貸与が打ち切られても異議はありません。 

３ 貸与が打ち切られた場合は、当該打ち切り決定の日から１か月以内に奨学金返還計画変更申請書を

提出します。当該申請書を提出しない場合は、３年以内の返還期間で、三重県が定める方法で返還し

ます。 

４ 連帯保証人の一人対する履行の請求及び連帯保証人の一人に生じた時効の完成猶予及び更新は、本

人及び他の連帯保証人にもその効力が生じることを認めます。 

５ 期限までに返還がなされない場合は、三重県の請求により期限の利益を喪失することを認め、未返

還額を一括返還します。 

６ 滞納を生じさせた場合には、期限の翌日から起算して納付日までの遅延損害金を負担します。 

７ この奨学金に関する訴訟については、三重県の所在地を管轄する裁判所を専属的合意管轄裁判所と

することに同意します。 

 ８ 奨学金の返還にあたり、滞納や連絡を取ることができない状況が続いたときは、三重県が行う奨学

金の貸与及び返還に関する業務に必要な範囲において、三重県が次の調査を行うことに同意します。

（※調査で取得した個人情報は当該業務以外では使用しません。） 

（１）住所地における居住の有無、転出入の状況、家賃等の滞納等に関する管理会社等への調査 

（２）勤務や給与支払の状況等に関する勤務先等への調査 

（３）住民税等の課税状況に関する調査 

（４）金融機関における取引状況に関する調査 

（５）保険の加入状況に関する調査 
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附  則  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 貸 与 に 関 す る 規 則 の

規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ て い る 申 請 書 等 は 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 専 修 学 校 高 等 課 程 修 業 奨 学 金 の 貸

与 に 関 す る 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 提 出 さ れ た 申 請 書 等 と み な す 。  

 

 

告 示 

 

三重県告示第 644 号 

大規模小売店舗立地法（平成 10 年法律第 91 号。以下「法」という。）第 5 条第 1 項の規定により下記の大規

模小売店舗を設置する者から新設の届出がなされたので、同条第 3 項の規定により次のとおり公告します。 

法第 8 条第 2 項の規定に基づき、当該大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活環境の保持のため

配慮すべき事項について意見を有する者は、「1 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 2  

意見の対象となる大規模小売店舗の名称及び所在地 3 その周辺の地域の生活環境の保持のために配慮すべ

き事項 4 意見の内容（日本語により、意見の理由を含めて記載する。）」を記載した意見書をこの公告の日か

ら 4 月以内に三重県雇用経済部中小企業・サービス産業振興課に到着するように提出してください。 

なお、提出された意見は、法第 8 条第 3 項の規定により公告し、縦覧します。 

令和 2 年 9 月 29 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬 

1  大規模小売店舗の名称及び所在地 

  ＶＩＳＯＮ -ｂｅａｕｔｉｆｕｌ ｖｉｌｌａｇｅ ｉｎ ＴＡＫＩ-(Ａゾーン) 

多気郡多気町前村字橋ケ谷 672 番 1 ほか 

2  大規模小売店舗を設置する者及び当該大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並び

に法人にあっては代表者の氏名 

(1) 大規模小売店舗を設置する者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 

ア 名称 合同会社三重故郷創生プロジェクト 

イ 住所 東京都千代田区丸の内三丁目 1 番 1 号 

ウ 代表者の氏名 代表社員 一般社団法人 丸の内ホールディング 職務執行者 北川 久芳 

(2) 大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 

名  称 住  所 代表者の氏名 

アクアイグニス多気株式会社 東京都中央区京橋 1 丁目 14 番 9 号 立花 哲也 

未定   

3  大規模小売店舗の新設をする日 

令和 3 年 4 月 30 日 

4  大規模小売店舗内の店舗面積の合計 

2,059 ㎡ 

5  大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

(1) 駐車場の収容台数及び位置 

駐車場 収容台数 位 置 

駐車場 1 110 台 縦覧による 

駐車場 2 17 台 縦覧による 

駐車場 3 17 台 縦覧による 

合計 144 台  

(2) 駐輪場の収容台数及び位置 

駐輪場 収容台数 位 置 

駐輪場 1 45 台 縦覧による 
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駐輪場 2 45 台 縦覧による 

駐輪場 3 18 台 縦覧による 

合計 108 台  

(3) 荷さばき施設の面積及び位置 

荷さばき施設 面 積 位 置 

荷さばき施設 1 60.0 ㎡ 縦覧による 

荷さばき施設 2 90.0 ㎡ 縦覧による 

合計 150.0 ㎡  

(4) 廃棄物等の保管施設の容量及び位置 

廃棄物等保管施設 容 量 位 置 

廃棄物保管施設 1 10 ㎥ 縦覧による 

廃棄物保管施設 2 5 ㎥ 縦覧による 

合計 15 ㎥  

6  大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項 

(1) 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻 

名  称 開店時刻 閉店時刻 

アクアイグニス多気株式会社 8 時 00 分 18 時 00 分 

アクアイグニス多気株式会社 7 時 00 分 21 時 00 分 

未定 10 時 00 分 19 時 00 分 

未定 7 時 00 分 21 時 00 分 

(2) 来客が駐車場を利用することができる時間帯 

 駐車可能時間帯 

駐車場 1 24 時間 

駐車場 2 24 時間 

駐車場 3 24 時間 

(3) 駐車場の自動車の出入口の数及び位置 

 出入口の数 位 置 

駐車場 2 箇所 縦覧による 

合計 2 箇所  

(4) 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯 

 荷さばき可能時間帯 

荷さばき施設 1 6 時 00 分から 23 時 00 分まで 

荷さばき施設 2 24 時間 

7  届出の日 

令和 2 年 9 月 11 日 

8  届出等の縦覧場所 

三重県雇用経済部中小企業・サービス産業振興課 

9  届出等の縦覧の期間及び時間 

令和 2 年 9 月 29 日から令和 3 年 1 月 29 日まで 

開庁日の午前 9 時から午後 5 時まで 

 

三重県告示第 645 号 

大規模小売店舗立地法（平成 10 年法律第 91 号。以下「法」という。）第 5 条第 1 項の規定により下記の大規

模小売店舗を設置する者から新設の届出がなされたので、同条第 3 項の規定により次のとおり公告します。 

法第 8 条第 2 項の規定に基づき、当該大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活環境の保持のため

配慮すべき事項について意見を有する者は、「1 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 2  

意見の対象となる大規模小売店舗の名称及び所在地 3 その周辺の地域の生活環境の保持のために配慮すべ
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き事項 4 意見の内容（日本語により、意見の理由を含めて記載する。）」を記載した意見書をこの公告の日か

ら 4 月以内に三重県雇用経済部中小企業・サービス産業振興課に到着するように提出してください。 

なお、提出された意見は、法第 8 条第 3 項の規定により公告し、縦覧します。 

令和 2 年 9 月 29 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬 

1  大規模小売店舗の名称及び所在地 

  ＶＩＳＯＮ –ｂｅａｕｔｉｆｕｌ ｖｉｌｌａｇｅ ｉｎ ＴＡＫＩ-(Ｂゾーン) 

多気郡多気町前村字二子 673 番 1 ほか 

2  大規模小売店舗を設置する者及び当該大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並び

に法人にあっては代表者の氏名 

(1) 大規模小売店舗を設置する者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 

ア 名称 合同会社三重故郷創生プロジェクト 

イ 住所 東京都千代田区丸の内三丁目 1 番 1 号 

ウ 代表者の氏名 代表社員 一般社団法人 丸の内ホールディング 職務執行者 北川 久芳 

(2) 大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 

名  称 住  所 代表者の氏名 

アクアイグニス多気株式会社 東京都中央区京橋 1 丁目 14 番 9 号 立花 哲也 

未定   

3  大規模小売店舗の新設をする日 

令和 3 年 4 月 30 日 

4  大規模小売店舗内の店舗面積の合計 

2,858 ㎡ 

5  大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

(1) 駐車場の収容台数及び位置 

駐車場 収容台数 位 置 

駐車場 1 46 台 縦覧による 

駐車場 2 46 台 縦覧による 

駐車場 3 385 台 縦覧による 

合計 477 台  

(2) 駐輪場の収容台数及び位置 

駐輪場 収容台数 位 置 

駐輪場 1 40 台 縦覧による 

駐輪場 2 30 台 縦覧による 

駐輪場 3 12 台 縦覧による 

駐輪場 4 12 台 縦覧による 

駐輪場 5 12 台 縦覧による 

合計 106 台  

(3) 荷さばき施設の面積及び位置 

荷さばき施設 面 積 位 置 

荷さばき施設 1 104.0 ㎡ 縦覧による 

荷さばき施設 2 72.0 ㎡ 縦覧による 

荷さばき施設 3 115.5 ㎡ 縦覧による 

荷さばき施設 4 45.0 ㎡ 縦覧による 

合計 336.5 ㎡  

(4) 廃棄物等の保管施設の容量及び位置 

廃棄物等保管施設 容 量 位 置 

廃棄物保管施設 1 5 ㎥ 縦覧による 
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廃棄物保管施設 2 13 ㎥ 縦覧による 

廃棄物保管施設 3 5 ㎥ 縦覧による 

合計 23 ㎥  

6  大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項 

(1) 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻 

名  称 開店時刻 閉店時刻 

アクアイグニス多気株式会社 0 時 00 分 24 時 00 分 

アクアイグニス多気株式会社 10 時 00 分 20 時 00 分 

アクアイグニス多気株式会社 6 時 00 分 24 時 00 分 

未定 10 時 00 分 20 時 00 分 

未定 0 時 00 分 24 時 00 分 

(2) 来客が駐車場を利用することができる時間帯 

 駐車可能時間帯 

駐車場 1 24 時間 

駐車場 2 24 時間 

駐車場 3 24 時間 

(3) 駐車場の自動車の出入口の数及び位置 

 出入口の数 位 置 

駐車場 1 1 箇所 縦覧による 

駐車場 2 1 箇所 縦覧による 

駐車場 3 1 箇所 縦覧による 

合計 3 箇所  

(4) 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯 

 荷さばき可能時間帯 

荷さばき施設 1 24 時間 

荷さばき施設 2 24 時間 

荷さばき施設 3 24 時間 

7  届出の日 

令和 2 年 9 月 11 日 

8  届出等の縦覧場所 

三重県雇用経済部中小企業・サービス産業振興課 

9  届出等の縦覧の期間及び時間 

令和 2 年 9 月 29 日から令和 3 年 1 月 29 日まで 

開庁日の午前 9 時から午後 5 時まで 

 

三重県告示第 646 号 

大規模小売店舗立地法（平成 10 年法律第 91 号）第 5 条第 1 項の規定による届出に対して同法第 8 条第 1 項の

規定により鈴鹿市から聴取した意見の概要について、同条第 3 項の規定により公告します。 

令和 2 年 9 月 29 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1  大規模小売店舗の名称及び所在地 

（仮称）ドラッグコスモス南玉垣店 

鈴鹿市南玉垣町 6806 番ほか 

2  鈴鹿市から聴取した意見 

(1)  駐車需要の充足等交通に係る事項 

   右折入出庫禁止に係る標示を分かりやすいものとすること。 

(2)  騒音の発生に係る事項 
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  騒音規制法（昭和 43 年法律第 98 号）の規制基準を遵守すること。 

  近隣より騒音による苦情が発生したときは、誠意をもって対応すること。 

(3)  廃棄物に係る事項 

  事業活動に伴い生ずる廃棄物は、廃棄物の区分（一般廃棄物及び産業廃棄物等）に応じて、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号）等に基づき、事業者の責任において適正に処理すること。 

(4)  その他の事項 

   周辺地域の生活の保持の観点から寄せられる住民からの要望には十分配慮すること。  

3  意見の縦覧場所 

三重県雇用経済部中小企業・サービス産業振興課 

4  意見の縦覧の期間及び時間 

令和 2 年 9 月 29 日から同年 10 月 29 日まで 

開庁日の午前 9 時から午後 5 時まで 

 

三重県告示第 647 号 

地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 158 条第 1 項の規定により、三重県立美術館の企画展図録販売

業務委託に係る物品売払代金の収納事務を次のとおり委託しました。 

  令和 2 年 9 月 29 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1  委託先 

  三重県津市大谷町 11 番地 

公益財団法人三重県立美術館協力会 

2  委託期間 

  令和 2 年 6 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで 

 

 

公 告 

 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成 14 年法律第 88 号）第 18 条の 7 第 1 項の規定に基

づき、認定鳥獣捕獲等事業の変更の認定を行いましたので、同条第 2 項で準用する同法第 18 条の 5 第 2 項の規定

により、次のとおり公告します。 

令和 2 年 9 月 29 日 

                          三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1  変更認定年月日 

   令和 2 年 8 月 24 日 

2  変更内容 

  捕獲等をする鳥獣の種類及びその方法の追加に係る変更  

3  変更の認定に係る鳥獣捕獲等事業者の名称等 

(1)  名称 

    一般社団法人 三重県猟友会 

(2)  住所 

    三重県津市桜橋 1 丁目 104 番地 

(3)  代表者の氏名 

    内田 克宏 

 

測量法（昭和 24 年法律第 188 号）第 39 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定により、次の公共測量を

実施する旨、三重県知事から通知がありました。 

    令和 2 年 9 月 29 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

1   作業種類 
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    公共測量（農地の地区界測量） 

2   作業期間 

    令和 2 年 9 月 11 日から令和 3 年 3 月 31 日まで 

3   作業地域 

  松阪市小片野町 
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